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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上のイーサネットインターフェースコントローラを搭載し、プロセッサを搭載する
１以上のＣＰＵモジュール部と、前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェー
スコントローラとイーサネットで接続される内部ポートと外部ネットワークに接続される
外部ポートとを備えた１以上のイーサネットスイッチモジュール部と、前記１以上のＣＰ
Ｕモジュール部、および前記１以上のイーサネットスイッチモジュール部に接続され、前
記１以上のＣＰＵモジュール部の管理をそれぞれ行う管理モジュール部とを有した複合型
計算機装置であって、
　前記管理モジュール部は、前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコ
ントローラとイーサネットスイッチモジュール部の内部ポートとの対応関係を示すネット
ワーク構成情報を有し、
　前記ＣＰＵモジュール部は、
　前記ＣＰＵモジュール部で構成される計算機装置上に前記イーサネットインターフェー
スコントローラを設定するデバイスドライバ、および前記複合型計算機装置に外部接続さ
れ、前記複合型計算機装置の管理を行う管理用端末との通信により、前記イーサネットイ
ンターフェースコントローラのデバイスドライバの設定を行う管理エージェント部を有し
、
　前記管理用端末との通信により前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェー
スコントローラを複数の論理ＮＩＣとして設定する場合、
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　前記管理エージェント部は、
　前記管理用端末から設定入力にしたがって、前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットイ
ンターフェースコントローラのデバイスドライバに対して、前記イーサネットインターフ
ェースコントローラに設定するＴａｇ－ＶＬＡＮの個数と、それぞれのＶＬＡＮ－ＩＤの
設定を行うとともに、前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコントロ
ーラと接続されるイーサネットスイッチモジュール部の内部ポートの設定に必要な前記Ｔ
ａｇ－ＶＬＡＮの個数と、それぞれのＶＬＡＮ－ＩＤを含むネットワーク設定情報を作成
して前記管理モジュール部に該ネットワーク設定情報を通知し、
　前記管理モジュール部は、
　前記ネットワーク構成情報から設定すべきイーサネットスイッチモジュール部の内部ポ
ートを識別し、前記ネットワークスイッチモジュール部の内部ポートに対して前記ネット
ワーク設定情報に従ったＴａｇ－ＶＬＡＮのＩＤ設定を行い、前記内部ポートに対する設
定を有効にすることを特徴とする複合型計算機装置。
【請求項２】
　１以上のＩ／Ｏアダプタを搭載し、プロセッサを搭載する１以上のＣＰＵモジュール部
と、
　１以上のネットワークインターフェースコントローラを有し、前記ネットワークインタ
ーフェースコントローラと前記ＣＰＵモジュール部のＩ／ＯアダプタとＩ／Ｏスイッチに
より接続する１以上のＩ／Ｏスイッチモジュール部と、
　内部ポートを備え、前記Ｉ／Ｏスイッチモジュール部のネットワークインターフェース
コントローラとイーサネットで接続され、外部ネットワークと接続する外部ポートを有す
る１以上のイーサネットスイッチモジュール部と、
　前記１以上のＣＰＵモジュール部、前記Ｉ／Ｏスイッチモジュール部、および前記１以
上のイーサネットスイッチモジュール部に接続され、前記１以上のＣＰＵモジュール部の
管理をそれぞれ行う１以上の管理モジュール部とを備え、前記管理モジュール部は、前記
Ｉ／Ｏスイッチモジュール部の制御を行い、前記ＣＰＵモジュール部に割り当てる前記ネ
ットワークインターフェースコントローラの個数を変更できる複合型計算機装置であって
、
　前記管理モジュール部は、前記ＣＰＵモジュール部のネットワークインターフェースコ
ントローラと前記イーサネットスイッチモジュール部の内部ポートとの対応関係を示すネ
ットワーク構成情報を有し、
　前記ＣＰＵモジュール部は、
　前記ＣＰＵモジュール部で構成される計算機装置上に前記イーサネットインターフェー
スコントローラを設定するデバイスドライバ、および前記複合型計算機装置に外部接続さ
れ、前記複合型計算機装置の管理を行う管理用端末との通信により、前記イーサネットイ
ンターフェースコントローラのデバイスドライバの設定を行う管理エージェント部を有し
、
　前記管理用端末との通信により前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェー
スコントローラを複数の論理ＮＩＣとして設定する場合、
　前記管理エージェント部は、
　前記管理用端末からの設定入力にしたがって、前記ＣＰＵモジュール部のイーサネット
インターフェースコントローラのデバイスドライバに対して、前記イーサネットインター
フェースコントローラに設定するＴａｇ－ＶＬＡＮの個数と、それぞれのＶＬＡＮ－ＩＤ
の設定を行うとともに、前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコント
ローラと接続されるイーサネットスイッチモジュール部の内部ポートの設定に必要な前記
Ｔａｇ－ＶＬＡＮの個数と、それぞれのＶＬＡＮ－ＩＤを含むネットワーク設定情報を作
成して前記管理モジュール部にネットワーク設定情報を通知し、
　前記管理モジュール部は、
　前記ネットワーク構成情報から設定すべきイーサネットスイッチモジュール部の内部ポ
ートを識別し、前記ネットワークスイッチモジュール部の内部ポートに対して前記ネット
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ワーク設定情報に従ったＴａｇ－ＶＬＡＮのＩＤ設定を行い、前記内部ポートに対する設
定を有効にすることを特徴とする複合型計算機装置。
【請求項３】
　１以上のイーサネットインターフェースコントローラを有し、プロセッサを搭載する１
以上のＣＰＵモジュール部と、前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェース
コントローラとイーサネットで接続される内部ポートを持ち、外部ネットワークと接続す
る外部ポートを持つ１以上のイーサネットスイッチモジュール部と、前記１以上のＣＰＵ
モジュール部、および前記１以上のイーサネットスイッチモジュール部に接続され、前記
１以上のＣＰＵモジュール部の管理をそれぞれ行う１以上の管理モジュール部とを備えた
複合型計算機装置の管理方法であって、
　前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコントローラを複数の論理Ｎ
ＩＣとして設定する場合に、
　前記複合型計算機装置に外部接続され、前記複合型計算機装置の管理を行う管理用端末
からの設定入力に従い、前記ＣＰＵモジュール部上で稼動する管理エージェント部が前記
ＣＰＵモジュール部のデバイスドライバに対して、前記イーサネットインターフェースコ
ントローラに設定するＴａｇ－ＶＬＡＮの個数と、それぞれのＶＬＡＮ－ＩＤの設定を行
うとともに、前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコントローラと接
続される前記イーサネットスイッチモジュール部の内部ポートに必要な前記Ｔａｇ－ＶＬ
ＡＮの個数と、それぞれのＶＬＡＮ－ＩＤを含むネットワーク設定情報を作成し、
　管理エージェント部が、前記管理モジュール部に前記ネットワーク設定情報を通知し、
　前記管理モジュール部が、前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコ
ントローラと前記イーサネットスイッチモジュール部の内部ポートとの対応関係を示すネ
ットワーク構成情報から設定すべきイーサネットスイッチモジュール部の内部ポートを識
別し、前記ネットワークスイッチモジュール部の内部ポートに対して前記ネットワーク設
定情報に従ったＴａｇ－ＶＬＡＮのＩＤ設定方法を行い、前記内部ポートに対する設定を
有効にすることを特徴とする複合型計算機装置の管理方法。
【請求項４】
　請求項３記載の複合型計算機装置の管理方法において、
　前記管理モジュール部が有するネットワーク構成情報として、前記ＣＰＵモジュール部
に備えられたすべてのイーサネットインターフェースコントローラと前記イーサネットイ
ンターフェースコントローラに接続されている前記イーサネットスイッチモジュール部の
内部ポートについて、前記イーサネットスイッチモジュール部の番号、内部ポートの番号
、前記ＣＰＵモジュール部の番号、および前記イーサネットインターフェースコントロー
ラのＣＰＵモジュール部の番号と前記イーサネットインターフェースコントローラのＭＡ
Ｃアドレスとの少なくともいずれか１つの情報の対応テーブルを持つことを特徴とする複
合型計算機装置の管理方法。
【請求項５】
　請求項３または４記載の複合型計算機装置の管理方法において、
　前記管理エージェント部から前記管理モジュール部にネットワーク設定情報を通知する
際に、前記管理モジュール部が、前記管理エージェント部の起動確認後に一定時間間隔で
前記管理エージェント部に対して前記ネットワーク設定情報が更新されていること確認し
、
　前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコントローラに対してネット
ワーク設定を行う場合、前記イーサネットインターフェースコントローラに接続された前
記イーサネットスイッチモジュール部の内部ポートの設定の際に、前記管理モジュール部
は、前記管理エージェント部が前記ネットワーク設定情報を作成したネットワーク構成情
報が更新されたことを認識し、前記ネットワーク設定情報を取得することを特徴とする複
合型計算機装置の管理方法。
【請求項６】
　請求項３または４記載の複合型計算機装置の管理方法において、
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　前記管理エージェント部から前記管理モジュール部にネットワーク設定情報を通知する
際に、前記ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコントローラに対してネ
ットワーク設定を行う場合、前記イーサネットインターフェースコントローラに接続され
たイーサネットスイッチモジュール部の内部ポートの設定の際に、前記管理エージェント
部が、前記管理モジュール部に対してネットワーク設定情報をイベントとして通知するこ
とを特徴とする複合型計算機装置の管理方法。
【請求項７】
　請求項３～６のいずれか１項に記載の複合型計算機装置の管理方法において、
　前記管理エージェント部から前記管理モジュール部に通知するネットワーク設定情報の
データ構造が、通信プロトコルヘッダ、前記ＣＰＵモジュール部におけるいずれのイーサ
ネットインターフェースコントローラに対する設定かを示すイーサネットインターフェー
スコントローラ情報データ、および前記イーサネットスイッチモジュール部の設定を行う
１以上のネットワーク設定情報からなることを特徴とする複合型計算機装置の管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、計算機システムにおける管理技術に関し、特に、複合型計算機装置における
ネットワークの設定に適用して有効な技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　たとえば、基幹業務システムなどの基幹サーバとして、複合型計算機システム、いわゆ
るブレードサーバが知られている。このブレードサーバは、１枚の回路基板にＣＰＵやメ
モリ、ハードディスクなどの機能を搭載したＣＰＵブレードを必要に応じてエンクロージ
ャと呼ばれるケースに複数枚装着することによって高密度なサーバを実現したものである
。
【０００３】
　ブレードサーバでは、ＣＰＵブレードに搭載されたＮＩＣ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ　Ｃａｒｄ）を論理的に複数のＮＩＣとして設定するＴａｇ－ＶＬＡＮ（Ｖｉ
ｒｔｕａｌ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）機能を有するものがある。
【０００４】
　このＴａｇ－ＶＬＡＮ機能を使用する際には、ブレードサーバに接続された管理用端末
から、ＣＰＵブレードのデバイスドライバであるＮＩＣドライバに対して何個の論理ＮＩ
Ｃを構成するか、および論理ＮＩＣに対応するＶＬＡＮ－ＩＤをそれぞれ設定する。
【０００５】
　続いて、ブレードサーバに設けられたイーサネットスイッチ側では、Ｔａｇ－ＶＬＡＮ
の設定を行ったＮＩＣに物理的に接続されたポートに対してＴａｇ－ＶＬＡＮのイネーブ
ル設定、対応するＶＬＡＮ－ＩＤの設定、ならびに必要に応じてプライオリティの設定を
それぞれ行う。
【０００６】
　なお、この種のブレードサーバにおけるＶＬＡＮの設定方法については、「ＩＢＭ　Ｂ
ｌａｄｅＣｅｎｔｅｒ　４－Ｐｏｒｔ　Ｇｂ　Ｅｔｈｒｎｅｔ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｍｏｄｕ
ｌｅ　ａｎｄ　Ｕｓｅｒ’ｓ　Ｇｕｉｄｅ」（非特許文献１参照）に記載されている。
【非特許文献１】ＩＢＭ　ＢｌａｄｅＣｅｎｔｅｒ　４－Ｐｏｒｔ　Ｇｂ　Ｅｔｈｒｎｅ
ｔ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｍｏｄｕｌｅ　ａｎｄ　Ｕｓｅｒ’ｓ　Ｇｕｉｄｅ（２００４年１月
　日本アイ・ビー・エム（株）発行　）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところが、上記のような複合型計算機システムにおけるネットワークの設定技術では、
次のような問題点があることが本発明者により見い出された。
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【０００８】
　すなわち、Ｔａｇ－ＶＬＡＮによって論理ＮＩＣを設定するには、前述したようにＣＰ
ＵブレードのＮＩＣドライバの設定とイーサネットスイッチの設定とをそれぞれ別々に行
わなければならず、さらに、ＮＩＣ、イーサネットスイッチ、およびイーサネットスイッ
チポートの関連付けを確認する必要がある。
【０００９】
　そのために、設定の工数やコストが増加してしまうというだけでなく、設定の間違いが
生じてしまう恐れがある。
【００１０】
　たとえば、イーサネットスイッチを経由する設定では、手順を誤るとＣＰＵブレードの
ドライバ設定とイーサネットスイッチの設定とに不整合が生じてしまい、管理用端末から
ＣＰＵブレードにアクセスすることができなくなってしまうという問題がある。
【００１１】
　本発明の目的は、複合型計算機装置におけるネットワークの設定を短時間で、容易に行
うことのできる技術を提供することにある。
【００１２】
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面か
ら明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、次のと
おりである。
【００１４】
　本発明は、１以上のイーサネットインターフェースコントローラを搭載し、プロセッサ
を搭載する１以上のＣＰＵモジュール部と、該ＣＰＵモジュール部のイーサネットインタ
ーフェースコントローラとイーサネット（登録商標）で接続される１以上の内部ポートと
、１以上の外部ネットワークと接続される外部ポートとを備えた１以上のイーサネットス
イッチモジュール部と、１以上のＣＰＵモジュール部、および１以上のイーサネットスイ
ッチモジュール部と内部ネットワークによって接続され、１以上のＣＰＵモジュール部の
管理をそれぞれ行う１以上の管理モジュール部とを有した複合型計算機装置であって、該
管理モジュール部は、ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコントローラ
とイーサネットスイッチモジュール部の内部ポートとの対応関係を示すネットワーク構成
情報を有し、ＣＰＵモジュール部は、該ＣＰＵモジュール部で構成される計算機装置上に
イーサネットインターフェースコントローラを設定するデバイスドライバ、および複合型
計算機装置に外部接続され、該複合型計算機装置の管理を行う管理用端末との通信により
、イーサネットインターフェースコントローラのデバイスドライバの設定を行う管理エー
ジェント部を有し、該管理用端末との通信によりＣＰＵモジュール部のイーサネットイン
ターフェースコントローラに対してネットワーク設定を行う場合、イーサネットインター
フェースコントローラに接続されたイーサネットスイッチモジュール部の内部ポートの設
定の際に、管理用端末との通信によってＣＰＵモジュール部で稼動する管理エージェント
部に対してＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコントローラのネットワ
ーク設定を行い、該管理エージェント部は、ＣＰＵモジュール部のイーサネットインター
フェースコントローラのドライバに対して設定を行うとともに、該ＣＰＵモジュール部の
イーサネットインターフェースコントローラと接続されるイーサネットスイッチモジュー
ル部のポートに必要なネットワーク設定情報を作成して管理モジュール部にネットワーク
設定情報を通知し、該管理モジュール部は、ネットワーク構成情報から設定すべきイーサ
ネットスイッチモジュール部の内部ポートを識別し、ネットワークスイッチモジュール部
の内部ポートに対してネットワーク設定情報に従ったネットワーク設定を行うものである
。
【００１５】
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　また、本発明は、１以上のＩ／Ｏアダプタを搭載し、プロセッサを搭載する１以上のＣ
ＰＵモジュール部と、１以上のネットワークインターフェースコントローラを有し、該ネ
ットワークインターフェースコントローラとＣＰＵモジュール部のＩ／ＯアダプタとをＩ
／Ｏスイッチにより接続する１以上のＩ／Ｏスイッチモジュール部と、１以上の内部ポー
トを備え、該Ｉ／Ｏスイッチモジュール部のネットワークインターフェースコントローラ
とイーサネット（登録商標）で接続され、１以上の外部ネットワークと接続する外部ポー
トを有する１以上のイーサネットスイッチモジュール部と、１以上のＣＰＵモジュール部
、Ｉ／Ｏスイッチモジュール部、および１以上のイーサネットスイッチモジュール部と接
続され、１以上のＣＰＵモジュール部の管理をそれぞれ行う管理モジュール部とを備え、
該管理モジュール部は、Ｉ／Ｏスイッチモジュール部の制御を行い、ＣＰＵモジュール部
に割り当てるネットワークインターフェースコントローラの個数を変更できる複合型計算
機装置であって、管理モジュール部は、ＣＰＵモジュール部のネットワークインターフェ
ースコントローラとイーサネットスイッチモジュール部の内部ポートとの対応関係を示す
ネットワーク構成情報を有し、ＣＰＵモジュール部は、該ＣＰＵモジュール部で構成され
る計算機装置上にイーサネットインターフェースコントローラを設定するデバイスドライ
バ、および複合型計算機装置に外部接続され、該複合型計算機装置の管理を行う管理用端
末との通信により、イーサネットインターフェースコントローラのデバイスドライバの設
定を行う管理エージェント部を有し、管理用端末との通信によりＣＰＵモジュール部のイ
ーサネットインターフェースコントローラに対してネットワーク設定を行う場合、イーサ
ネットインターフェースコントローラに接続されたイーサネットスイッチモジュール部の
内部ポートの設定の際に、管理用端末との通信によりＣＰＵモジュール部で稼動する管理
エージェント部に対してＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコントロー
ラのネットワーク設定を行い、管理エージェント部は、ＣＰＵモジュール部のイーサネッ
トインターフェースコントローラのドライバに対して設定を行うとともに、ＣＰＵモジュ
ール部のイーサネットインターフェースコントローラと接続されるイーサネットスイッチ
モジュール部のポートに必要なネットワーク設定情報を作成して管理モジュール部にネッ
トワーク設定情報を通知し、管理モジュール部は、ネットワーク構成情報から設定すべき
イーサネットスイッチモジュール部の内部ポートを識別し、ネットワークスイッチモジュ
ール部の内部ポートに対してネットワーク設定情報に従ったネットワーク設定を行うもの
である。
【００１６】
　また、本願のその他の発明の概要を簡単に示す。
【００１７】
　本発明は、１以上のイーサネットインターフェースコントローラを有し、プロセッサを
搭載する１以上のＣＰＵモジュール部と、該ＣＰＵモジュール部のイーサネットインター
フェースコントローラとイーサネット（登録商標）で接続される１以上の内部ポートを持
ち、１以上の外部ネットワークと接続する外部ポートを持つ１以上のイーサネットスイッ
チモジュール部と、１以上のＣＰＵモジュール部、および１以上のイーサネットスイッチ
モジュール部に接続され、１以上のＣＰＵモジュール部の管理をそれぞれ行う１以上の管
理モジュール部とを備えた複合型計算機装置の管理方法であって、該管理モジュール部が
ＣＰＵモジュール部のイーサネットインターフェースコントローラとイーサネットスイッ
チモジュール部の内部ポートとの対応関係を示すネットワーク構成情報を持ち、ＣＰＵモ
ジュール部のイーサネットインターフェースコントローラに対してネットワーク設定を行
う場合にイーサネットインターフェースコントローラに接続されたイーサネットスイッチ
モジュール部の内部ポートの設定の際に、複合型計算機装置に外部接続され、該複合型計
算機装置の管理を行う管理用端末との通信により、ＣＰＵモジュール部で構成される計算
機装置上にイーサネットインターフェースコントローラを設定するデバイスドライバの管
理を行い、ＣＰＵモジュール部上で稼動する管理エージェント部に対してＣＰＵモジュー
ル部のイーサネットインターフェースコントローラのネットワーク設定を行い、管理エー
ジェント部がＣＰＵモジュール部のデバイスドライバに対して設定を行うとともに、ＣＰ
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Ｕモジュール部のイーサネットインターフェースコントローラと接続されるイーサネット
スイッチモジュール部のポートに必要なネットワーク設定情報を作成し、管理エージェン
ト部が、管理モジュール部にネットワーク設定情報を通知し、管理モジュール部がネット
ワーク構成情報から設定すべきイーサネットスイッチモジュール部の内部ポートを識別し
、ネットワークスイッチモジュール部の内部ポートに対してネットワーク設定情報に従っ
たネットワーク設定方法を行うものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものによって得られる効果を簡単に説明
すれば以下のとおりである。
【００１９】
　（１）ＣＰＵモジュール部、およびイーサネットスイッチモジュール部に対するネット
ワーク設定を１回の設定で行うことが可能となるので、設定ミスを大幅に低減することが
できる。
【００２０】
　（２）また、上記（１）により、複合型計算機装置の管理コスト、および管理工数を大
幅に削減することができるとともに、信頼性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、実施の形態を説明
するための全図において、同一の部材には原則として同一の符号を付し、その繰り返しの
説明は省略する。
【００２２】
　図１は、本発明の一実施の形態による複合型計算機システムのブロック図、図２は、図
１の複合型計算機システムにおけるネットワーク設定のフローチャート、図３は、図１の
複合型計算機システムに設けられたモジュール管理部が有するネットワーク構成情報の一
例を示す説明図、図４は、図１の複合型計算機システムに設けられたブレードサーバにお
けるネットワーク設定情報を取得する際の通信処理の一例を示すフローチャート、図５は
、図４の通信処理の他の例を示すフローチャート、図６は、図１の複合型計算機システム
に設けられたブレードサーバに用いられるネットワーク設定情報のデータ構造の一例を示
す説明図、図７は、図１の複合型計算機システムに設けられたブレードサーバのネットワ
ーク設定としてＴａｇ－ＶＬＡＮの設定を行う際の設定内容を示した説明図、図８は、図
１の複合型計算機システムに設けられたブレードサーバのネットワーク設定としてアダプ
タフォールトトレラントの設定を行う際の設定内容を示した説明図、図９は、図１の複合
型計算機システムに設けられたブレードサーバのネットワーク設定としてスイッチフォー
ルトトレラントの設定を行う際の設定内容を示した説明図、図１０は、図１の複合型計算
機システムに設けられたブレードサーバのネットワーク設定としてロードバランシングの
設定を行う際の設定内容を示した説明図である。
【００２３】
　本実施の形態において、複合型計算機システム１は、図１に示すように、管理用端末２
、およびブレードサーバ（複合型計算機装置）３から構成されている。管理用端末２には
、ブレードサーバ３が通信経路４を介して接続されており、該管理用端末２は、ブレード
サーバ３の制御を司る。
【００２４】
　ブレードサーバ３は、複数のＣＰＵブレード（ＣＰＵモジュール部）５1 ～５N 、イー
サネットスイッチモジュール部６，７、ならびに管理モジュール部８から構成されている
。ＣＰＵブレード５1 （～５N ）は、１枚の配線基板にメモリやハードディスクなどのス
トレージモジュール、マイクロプロセッサ、およびＮＩＣ（イーサネットインターフェー
スコントローラ）９，１０などに例示されるイーサネットインターフェースコントローラ
などから構成されている。
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【００２５】
　ＮＩＣ９，１０は、イーサネットスイッチモジュール部６，７にイーサネットを介して
接続されている。また、イーサネットスイッチモジュール部６，７は、管理ＬＡＮなどの
通信経路４ａを介して管理モジュール部８に接続されている。
【００２６】
　イーサネットスイッチモジュール部６，７は、ネットワークの中継器であるハブの１つ
であり、スイッチングハブとして機能する。さらに、管理モジュール部８は、管理ネット
ワークなどの通信経路４ｂを介してＣＰＵブレード５1 ～５N に相互に接続されている。
【００２７】
　管理モジュール部８は、ネットワーク構成情報を有し、管理端末２から要求があると、
該ネットワーク情報に基づいて、ＮＩＣ設定の制御を行う。ネットワーク構成情報は、Ｃ
ＰＵブレード５1 ～５N における各々のＮＩＣ９，１０とイーサネットスイッチモジュー
ル部６，７の内部ポートとの対応関係を示す情報からなる。
【００２８】
　ここで、図１においては、イーサネットスイッチモジュール部、およびＮＩＣがそれぞ
れ２つ設けられた構成としたが、これらイーサネットスイッチモジュール部、ならびにＮ
ＩＣが、３個以上設けられた構成としてもよい。
【００２９】
　次に、本実施の形態による複合型計算機システム１の作用について説明する。
【００３０】
　図２は、複合型計算機システム１におけるネットワーク設定のフローチャートである。
この図２では、ＣＰＵブレード５1 におけるＮＩＣ９のデバイスドライバへのネットワー
ク設定を行う一例を示したものであり、図２の左側から右側にかけて、管理用端末２、Ｃ
ＰＵブレード５1 、管理モジュール部８、およびイーサネットスイッチモジュール部６に
おける動作フローをそれぞれ示している。
【００３１】
　まず、管理者は、管理用端末２からＣＰＵブレード５1 におけるデバイスドライバへの
ネットワーク設定を行う（ステップＳ１０１）。管理用端末２から入力された設定は、イ
ーサネットスイッチモジュール部６を介してＣＰＵブレード５1 の管理エージェント（管
理エージェント部）に入力（図１、信号経路Ｋ１）される。
【００３２】
　このネットワーク設定の情報を受けて、ＣＰＵブレード５1 の管理エージェントは、該
ＣＰＵブレード５1 のデバイスドライバに対してネットワークの設定を行う（ステップＳ
２０１）。
【００３３】
　続いて、ＣＰＵブレード５1 の管理エージェントは、該ＣＰＵブレード５1 のデバイス
ドライバに対してＮＩＣ９の設定を行うとともに、該ＮＩＣ９に接続されるイーサネット
スイッチモジュール部６におけるポートに必要なネットワーク設定情報を作成し（ステッ
プＳ２０２）、作成したネットワーク設定情報を管理モジュール部８に通知（図１、信号
経路Ｋ２）する（ステップＳ２０３）。ここで、ステップＳ２０３の処理が終了した後、
ＣＰＵブレード５1 の再起動が必要となった場合には、ＣＰＵブレード５1 の再起動を実
行する（ステップＳ２０４）。
【００３４】
　管理モジュール部８がネットワーク設定情報を取得すると（ステップＳ３０１）、管理
モジュール部８は、ネットワーク構成情報から、いずれのイーサネットスイッチモジュー
ル部６，７のポートがＣＰＵブレード５1 におけるＮＩＣ９に対応するかを認識する（ス
テップＳ３０２）。
【００３５】
　続いて、管理モジュール部８は、認識したイーサネットスイッチモジュール部６のポー
トｉ１に対するネットワーク設定（図１、信号経路Ｋ３）を行い（ステップＳ３０３）、
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該ポートｉ１に対するネットワーク設定を有効にする（ステップＳ４０１）。
【００３６】
　図３は、モジュール管理部８が有するネットワーク構成情報の一例を示す説明図である
。
【００３７】
　ネットワーク構成情報は、図示するように、’イーサネットスイッチモジュール部番号
’、’内部ポート番号’、’ＣＰＵブレード番号’、’ＮＩＣ番号’、および’ＮＩＣの
ＭＡＣアドレス’から構成されている。
【００３８】
　イーサネットスイッチモジュール部番号は、イーサネットスイッチモジュール部６，７
の番号である。内部ポート番号は、イーサネットスイッチモジュール部番号で示されたイ
ーサネットスイッチモジュール部において、いずれかのＣＰＵブレード５1 ～５N が接続
されている内部ポート番号を示す。
【００３９】
　ＣＰＵブレード番号は、イーサネットスイッチモジュール部番号で示されたイーサネッ
トスイッチモジュール部に接続されているＣＰＵブレード５1 ～５N の番号である。ＮＩ
Ｃ番号は、イーサネットスイッチモジュール部番号で示されたイーサネットスイッチモジ
ュール部に接続されているＮＩＣの番号を示し、ＮＩＣのＭＡＣアドレスは、該ＮＩＣの
ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレスを示している。
【００４０】
　次に、管理モジュール部８がＣＰＵブレード５1 （～５N ）の管理エージェントからネ
ットワーク設定情報を取得する際の通信処理（図２、ステップＳ２０３，Ｓ３０１の処理
）について、図４のフローチャートを用いて説明する。
【００４１】
　図４においては、左側にＣＰＵブレード５1 の管理エージェントの通信処理フローを示
し、右側に管理モジュール部８の通信処理フローを示している。
【００４２】
　まず、ＣＰＵブレード５1 の管理エージェントが起動した際に（ステップＳ５０１）、
管理モジュール部８は、該管理エージェントが起動したことを確認する（ステップＳ６０
１）。続いて、管理モジュール部８は、一定間隔で管理エージェントにポーリングを行い
（ステップＳ６０２）。ネットワーク設定情報の更新があるかを確認する。
【００４３】
　管理エージェントが、デバイスドライバのネットワーク設定変更によってポートのネッ
トワーク設定情報が変更されると（ステップＳ５０２）、管理モジュール部８は、ネット
ワーク設定情報が変更されたことを確認し（ステップＳ６０３）、変更されたネットワー
ク設定情報を管理エージェントから取得する（ステップＳ６０４）。
【００４４】
　また、ＣＰＵブレード５1 の管理エージェントから、ネットワーク設定情報を取得する
際の通信経路４ｂは、たとえば、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）やＩ
２Ｃ（Ｉｎｔｅｒ　ＩＣ　Ｂｕｓ）などがある。
【００４５】
　図５は、図４の通信処理の他の例を示したフローチャートであり、ここでは、イベント
通知による通信処理を示している。
【００４６】
　図５においても、左側にＣＰＵブレード５1 の管理エージェントの通信処理フローを示
し、右側に管理モジュール部８の通信処理フローを示している。
【００４７】
　まず、ＣＰＵブレード５1 の管理エージェントが、デバイスドライバのネットワーク設
定変更によってポートのネットワーク設定情報を変更すると（ステップＳ７０１）、該管
理エージェントは、そのネットワーク設定情報をイベントとして管理モジュール部８に対
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して通知する（ステップＳ７０２）。
【００４８】
　管理モジュール部８は、そのイベントを受け取った後、該イベントを受け取ったことを
確認する取得確認通知を管理エージェントに対して通知する（ステップＳ８０１）。
【００４９】
　図６は、ＣＰＵブレード５1 の管理エージェントから管理モジュール部８に出力される
ネットワーク設定情報におけるデータ構造の一例を示す説明図である。
【００５０】
　図示するように、ネットワーク設定情報のデータ構造は、’通信プロトコルヘッダ’、
ＣＰＵブレード５1 ～５N におけるどのＮＩＣに対する設定か示す’ＮＩＣ情報データ’
、およびイーサネットスイッチモジュールの設定を行うデータからなる複数の’ネットワ
ーク設定情報データ１～ｎ’から構成されている。
【００５１】
　ネットワーク設定情報の通信プロトコルには特に制限はなく、たとえば、ＴＣＰ（Ｔｒ
ａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、ＵＤＰ（Ｕｓｅｒ　Ｄａ
ｔａｇｒａｍ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）を用いた独自プロトコル、あるいはＩＰＭＩ（Ｉｎｔ
ｅｌｌｉｇｅｎｔ　Ｐｌａｔｆｏｒｍ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）な
どの標準プロトコルなどの様々な通信プロトコルを用いることができる。
【００５２】
　図７は、ネットワーク設定として、Ｔａｇ－ＶＬＡＮの設定を行う際のブレードサーバ
３における設定内容を示した説明図である。
【００５３】
　図７の左側に示したデバイスドライバの設定内容は、図２のステップＳ１０１，Ｓ２０
１の処理において管理エージェントがデバイスドライバに対して設定する内容であり、管
理エージェントはデバイスドライバに対して、Ｔａｇ－ＶＬＡＮの個数の設定、Ｔａｇ－
ＶＬＡＮのＩＤ設定、Ｔａｇ－ＶＬＡＮに対するＩＰアドレスの設定、およびＧＶＲＰ（
ＧＡＲＰ　ＶＬＡＮ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の有効設定などを
行う。
【００５４】
　図７の中央に示した管理エージェント－管理モジュール部間通信データは、図２のステ
ップＳ２０３，Ｓ３０１の処理において管理エージェントから管理モジュール部８に対し
て通知されるネットワーク設定情報データ（図６）の内容を示したものであり、ＮＩＣ情
報データ（図６）とともに、ＮＩＣのＭＡＣアドレス情報、ＮＩＣのＣＰＵブレード番号
情報、Ｔａｇ－ＶＬＡＮ　ＩＤ、Ｔａｇ－ＶＬＡＮ　ＩＤに対するＰｒｉｏｒｉｔｙ情報
、およびＧＶＲＰの有効設定などが通知される。
【００５５】
　図７の右側に示したイーサネットスイッチポートの設定内容は、図２のステップＳ３０
３，Ｓ４０１の処理において管理モジュール部８がイーサネットスイッチモジュール部の
ポートに対して行う設定の内容であり、管理モジュール部８は、ネットワーク設定情報デ
ータ、およびネットワーク構成情報（図３）に基づいて、Ｔａｇ－ＶＬＡＮのＩＤ設定、
Ｔａｇ－ＶＬＡＮ　ＩＤに対するＰｒｉｏｒｉｔｙの設定、Ｐｒｉｏｒｉｔｙに対するス
イッチのＣｏＳクラスの設定、およびＧＶＲＰ（ＧＡＲＰ　ＶＬＡＮ　Ｒｅｇｉｓｔｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の有効設定などを行う。
【００５６】
　図８は、ネットワーク設定として、アダプタフォールトトレラントの設定を行う際のブ
レードサーバ３における設定内容を示した説明図である。
【００５７】
　また、図８の左側から右側にかけては、図７と同様に、デバイスドライバの設定内容、
管理エージェント－管理モジュール部間通信データ、およびイーサネットスイッチポート
の設定内容をそれぞれ示している。
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【００５８】
　デバイスドライバの設定内容は、管理エージェントがデバイスドライバに対して設定（
図２、ステップＳ１０１，Ｓ２０１の処理）する内容であり、管理エージェントはデバイ
スドライバに対して、チーミングＮＩＣ（チーミングイーサネットインターフェースコン
トローラ）の設定、ＩＰアドレスの設定、ならびにアダプタフォールトトレラントの設定
をそれぞれ行う。
【００５９】
　管理エージェント－管理モジュール部間通信データは、管理エージェントから管理モジ
ュール部８に対して通知（図２、ステップＳ２０３，Ｓ３０１の処理）されるネットワー
ク設定情報データ（図６）の内容を示したものであり、ＮＩＣ情報データ（図６）ととも
に、ＮＩＣのＭＡＣアドレス情報、ＮＩＣのＣＰＵブレード番号情報、およびスパニング
ツリープロトコルの設定情報などが通知される。
【００６０】
　イーサネットスイッチポートの設定内容は、管理モジュール部８がイーサネットスイッ
チモジュール部のポートに対して行う設定（図２、ステップＳ３０３，Ｓ４０１の処理）
の内容であり、管理モジュール部８は、スパニングツリープロトコルの設定を行う。
【００６１】
　図９は、ネットワーク設定として、スイッチフォールトトレラントの設定を行う際のブ
レードサーバ３における設定内容を示した説明図である。
【００６２】
　また、図９の左側から右側にかけては、図７、図８と同様に、デバイスドライバの設定
内容、管理エージェント－管理モジュール部間通信データ、およびイーサネットスイッチ
ポートの設定内容をそれぞれ示している。
【００６３】
　デバイスドライバの設定内容は、管理エージェントがデバイスドライバに対して設定（
図２、ステップＳ１０１，Ｓ２０１の処理）する内容であり、管理エージェントはデバイ
スドライバに対して、チーミングＮＩＣの設定、ＩＰアドレスの設定、ならびにスイッチ
フォールトトレラントの設定をそれぞれ行う。
【００６４】
　管理エージェント－管理モジュール部間通信データは、管理エージェントから管理モジ
ュール部８に対して通知（図２、ステップＳ２０３，Ｓ３０１の処理）されるネットワー
ク設定情報データ（図６）の内容を示したものであり、ＮＩＣ情報データ（図６）ととも
に、ＮＩＣのＭＡＣアドレス情報、ＮＩＣのＣＰＵブレード番号情報、およびスパニング
ツリープロトコルの設定情報などが通知される。
【００６５】
　イーサネットスイッチポートの設定内容は、管理モジュール部８がイーサネットスイッ
チモジュール部のポートに対して行う設定（図２、ステップＳ３０３，Ｓ４０１の処理）
の内容であり、管理モジュール部８は、スパニングツリープロトコルの設定を行う。
【００６６】
　図１０は、ネットワーク設定として、ロードバランシングの設定を行う際のブレードサ
ーバ３における設定内容を示した説明図である。
【００６７】
　この図１０においても、左側から右側にかけては、図７～図９と同様に、デバイスドラ
イバの設定内容、管理エージェント－管理モジュール部間通信データ、およびイーサネッ
トスイッチポートの設定内容をそれぞれ示している。
【００６８】
　管理エージェントがデバイスドライバに対して設定（図２、ステップＳ１０１，Ｓ２０
１の処理）するデバイスドライバの設定内容としては、チーミングＮＩＣの設定、ＩＰア
ドレスの設定、ならびにロードバランシングの設定などである。
【００６９】
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　管理エージェントから管理モジュール部８に対して通知（図２、ステップＳ２０３，Ｓ
３０１の処理）される管理エージェント－管理モジュール部間通信データは、ＮＩＣのＭ
ＡＣアドレス情報、ＮＩＣのＣＰＵブレード番号情報、およびロードバランシングの設定
情報などである。
【００７０】
　管理モジュール部８がイーサネットスイッチモジュール部のポートに対して設定（図２
、ステップＳ３０３，Ｓ４０１の処理）を行うイーサネットスイッチポートの設定内容は
、ロードバランシングの設定である。
【００７１】
　それにより、本実施の形態によれば、ＣＰＵブレード５1 ～５N 、およびイーサネット
スイッチモジュール部６，７へのネットワーク設定を１回の設定で行うことが可能となる
ので、設定ミスを大幅に低減することができ、複合型計算機システム１の運用管理を低コ
ストで容易に行うことができる。
【００７２】
　また、前記実施の形態では、ブレードサーバ３が、ＣＰＵブレード５1 ～５N 、イーサ
ネットスイッチモジュール部６，７、ならびに管理モジュール部８から構成された例につ
いて記載したが、ブレードサーバ３は、これに限定されるものではない。
【００７３】
　図１１は、複合型計算機システム１に設けられたブレードサーバ３における他の構成例
を示したブロック図である。
【００７４】
　この場合、ブレードサーバ３は、図１に示すＣＰＵブレード５1 ～５N 、イーサネット
スイッチモジュール部６，７、ならびに管理モジュール部８に、Ｉ／Ｏ（Ｉｎｐｕｔ／Ｏ
ｕｔｐｕｔ）スイッチ１１，１２が新たに設けられた構成となっている。
【００７５】
　Ｉ／Ｏスイッチ１１，１２は、ＣＰＵブレード５1 ～５N とイーサネットスイッチモジ
ュール部６，７との間に設けられており、該Ｉ／Ｏスイッチ１１，１２には、ＮＩＣ１３

1 ～１３K がそれぞれ設けられている。
【００７６】
　Ｉ／Ｏスイッチ１１のＮＩＣ１３1 ～１３K には、イーサネットスイッチモジュール部
６の各ポートがそれぞれ接続されており、Ｉ／Ｏスイッチ１２のＮＩＣ１３1 ～１３K に
は、イーサネットスイッチモジュール部７の各ポートがそれぞれ接続されている。
【００７７】
　Ｉ／Ｏスイッチ１１，１２には、複数のポートが備えられており、それらポートには、
ＣＰＵブレード５1 ～５N に備えられたＩ／Ｏアダプタ１４，１５がそれぞれ接続されて
いる。そして、ＮＩＣ１３1 ～１３K は、Ｉ／Ｏスイッチ１１，１２のスイッチング制御
によって任意のＩ／Ｏアダプタにそれぞれ接続される。
【００７８】
　この構成により、ＣＰＵブレード５1 ～５N とＩ／Ｏスイッチ１１，１２におけるＮＩ
Ｃ１３1 ～１３K との接続関係をフレキシブルに設定（たとえば、ＣＰＵブレード５1 に
対して複数のＮＩＣを接続するなど）することができる。
【００７９】
　ここでも、管理用端末２から任意のＣＰＵブレードにおけるデバイスドライバへのネッ
トワーク設定を行う場合には、管理用端末２から入力した設定をイーサネットスイッチモ
ジュール部６、Ｉ／Ｏスイッチ１１を介してＣＰＵブレード５1 の管理エージェントに入
力し（図１１、信号経路Ｋ１）、該ＣＰＵブレード５1 の管理エージェントによって、該
ＣＰＵブレード５1 のデバイスドライバに対してネットワークの設定を行う。
【００８０】
　続いて、ＣＰＵブレード５1 の管理エージェントは、該ＣＰＵブレード５1 のデバイス
ドライバに対して任意のＮＩＣの設定を行うとともに、該ＮＩＣに接続されるイーサネッ
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トスイッチモジュール部６におけるポートに必要なネットワーク設定情報を作成して管理
モジュール部８に通知（図１１、信号経路Ｋ２）する。管理モジュール部８は、ネットワ
ーク構成情報から、いずれのイーサネットスイッチモジュール部６，７のポートがＣＰＵ
ブレード５1 における任意のＮＩＣに対応するかを認識し、認識したイーサネットスイッ
チモジュール部６のポートに対するネットワーク設定（図１１、信号経路Ｋ３）を行い、
該ポートに対するネットワーク設定を有効にする。
【００８１】
　それによっても、ＣＰＵブレード５1 ～５N 、およびイーサネットスイッチモジュール
部６，７へのネットワーク設定を１回で行うことが可能となるので、設定ミスを大幅に低
減することができ、複合型計算機システム１の運用管理を低コストで容易に行うことがで
きる。
【００８２】
　以上、本発明者によってなされた発明を実施の形態に基づき具体的に説明したが、本発
明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可
能であることはいうまでもない。
【００８３】
　たとえば、前記実施の形態においては、イーサネットスイッチモジュール部と管理モジ
ュール部とが個々に分離した構成としたが、イーサネットスイッチモジュール部と管理モ
ジュール部とを１つのモジュールとして構成してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８４】
　本発明の計算機システムにおける入出力インターフェースモジュールの管理方法は、複
合型計算機装置における運用管理の省力化技術に適している。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明の一実施の形態による複合型計算機システムのブロック図である。
【図２】図１の複合型計算機システムにおけるネットワーク設定のフローチャートである
。
【図３】図１の複合型計算機システムに設けられたモジュール管理部が有するネットワー
ク構成情報の一例を示す説明図である。
【図４】図１の複合型計算機システムに設けられたブレードサーバにおけるネットワーク
設定情報を取得する際の通信処理の一例を示すフローチャートである。
【図５】図４の通信処理の他の例を示すフローチャートである。
【図６】図１の複合型計算機システムに設けられたブレードサーバに用いられるネットワ
ーク設定情報のデータ構造の一例を示す説明図である。
【図７】図１の複合型計算機システムに設けられたブレードサーバのネットワーク設定と
してＴａｇ－ＶＬＡＮの設定を行う際の設定内容を示した説明図である。
【図８】図１の複合型計算機システムに設けられたブレードサーバのネットワーク設定と
してアダプタフォールトトレラントの設定を行う際の設定内容を示した説明図である。
【図９】図１の複合型計算機システムに設けられたブレードサーバのネットワーク設定と
してスイッチフォールトトレラントの設定を行う際の設定内容を示した説明図である。
【図１０】図１の複合型計算機システムに設けられたブレードサーバのネットワーク設定
としてロードバランシングの設定を行う際の設定内容を示した説明図である。
【図１１】本発明の他の実施の形態による複合型計算機システムのブロック図である。
【符号の説明】
【００８６】
１　複合型計算機システム
２　管理用端末
３　ブレードサーバ（複合型計算機装置）
４，４ａ，４ｂ　通信経路
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５1 ～５N 　ＣＰＵブレード（ＣＰＵモジュール部）
６，７　イーサネットスイッチモジュール部
８　管理モジュール部
９，１０　ＮＩＣ
１１，１２　Ｉ／Ｏスイッチ
１３1 ～１３K 　ＮＩＣ
１４，１５　Ｉ／Ｏアダプタ

【図１】 【図２】
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